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広報きこない

令和５年度予算
■福祉・医療・保健
　出生お祝い事業 ２２４万円
　町内の出生児に対しお祝い品を贈呈します。また、第３子以
　降の出生児に対し、加算してお祝い品を贈呈します。
　乳幼児医療給付事業（１８歳まで） ７２７万円
　１８歳までの方を対象に医療費を無償化します。
　高齢者見守りサービス事業 ３９万円
　主に７０歳以上のひとり暮らし世帯を対象に、見守り機器を貸
与します。

　高齢者等福祉サービス利用券交付事業 ７６８万円
　主に７０歳以上の高齢者を対象に、町内の入浴施設「ビュウ温
泉のとや」の無料入浴券又は北光ハイヤー利用券（500円相当）
　として使用できる利用券を対象全世帯へ郵送配布します。
　補聴器購入助成事業 ３０万円
　聴力機能の低下がある高齢者に対し、補聴器購入に要する費
　用の一部を助成します。
　高齢者世帯等除雪サービス事業 ５１６万円
　高齢者世帯等が自宅の屋根の雪下ろし及び落雪の排雪、家屋
　周辺の除排雪を町内事業者又は高齢者事業団に依頼したとき
　にかかる経費の一部を助成します。
　介護職員研修費補助事業 ８３万円
　介護職員の人材確保及び資質の向上を図るため、「介護職員
初任者研修」及び「介護福祉士実務者研修」の受講者に対し、

　研修受講料の一部を助成します。

■教育・文化
　小中学校入学お祝い事業 ２０６万円
　木古内小・中学校の新入学生に対し、お祝い品を贈呈します。
　他自治体所在高等学校通学補助金 １１４万円
　知内高等学校及び北海道福島商業高等学校に通学する町内在
　住の生徒の保護者に交通手段の確保と定額定期券の購入費用
の一部を助成します。

　ＩＣＴ教育支援事業 ２２４万円
　小・中学校で実施している情報通信技術を活用した授業の支
　援に加え、児童・生徒・保護者向けに情報モラル教育を行い
　ます。
　校務支援システム導入事業 １１７万円
　児童・生徒の学籍管理や成績管理などをデジタル化する校務
　支援システムを導入します。
　教師用パソコン更新事業 ７５５万円
　校務処理の効率化のため、教師用パソコンを更新します。
　中学校体育館屋根改修事業 ４，０５０万円
　老朽化した中学校体育館の屋根改修工事を実施します。
　図書システム導入事業 ２７３万円
　蔵書管理や利用者が書籍の検索等を行える図書システムを導
　入します。

■産業・観光
　農村活性化センター外壁等改修事業 ５９０万円
　老朽化した農村活性化センターの外壁・屋根塗装等工事を実
　施します。
　森林整備対策事業 ２３１万円
　森林所有者が行う下刈り・除伐・枝打ちに対し、町が経費の
　一部を助成します。また、森林認証を取得している除伐に対
　し上乗せ補助を行います。

その主な使い道
　漁業者チャレンジ応援事業 １，４５４万円
　町内漁業者の設備投資やウニ・アワビ・ナマコ等の種苗購入
　などを助成します。
　新規漁業者育成事業 ９１９万円
　地域おこし協力隊制度を活用し、新たな漁業従事者の育成を
　図ります。
　特産品認定事業 １７０万円
　町内事業者の商談会への参加や新たな特産品開発を支援し、
　特産品の認知度向上や販売促進につなげます。
　地方体験交流事業 ７５万円
　町の産業・イベント等の体験交流プログラムに参加する大学
　生等を全国から募集し、意見交換等を通じて、地域の活性化
　を図ります。
　幸連牧場看板設置事業 １４０万円
　高規格道路「木古内ＩＣ」開通により観光需要が高まってい
　ることから、幸連牧場内に町木である道南スギを活用した看
　板を設置し、高規格幹線道路を利用する観光客等へ、町のＰ
　Ｒを図ります。

■生活環境・交通
　移住・定住新生活しあわせサポート事業 １，５７０万円
　移住・定住を促進するため、空き家リフォーム事業やマイ
ホーム取得促進事業、家賃補助事業などを実施します。

　水道料金軽減事業 ５６０万円
　「ふるさと納税」を財源に、今後５年間において水道基本料金
　の軽減措置を行い、町民の負担軽減を図ります。
　特殊詐欺等被害防止対策機器導入費補助事業 ３０万円
　高齢者の特殊詐欺被害を未然に防止するため、固定電話に接
　続する通話録音装置や着信拒否装置等の機能を備えた固定電
　話の導入に要する費用の一部を助成します。
　道南いさりび鉄道通学利用者助成事業 ２５４万円
　道南いさりび鉄道を利用して高校や大学等へ通学する生徒の
　保護者に対し、通学定期券の３割相当額を助成します。　
　災害対応ドローン整備事業（消防） ４３４万円
　山岳・海難捜索や災害の被害状況の把握等、防災力の強化を
　図るため災害対応ドローンを導入します。
　除排雪事業 ８，１５７万円
　冬期間に行う町道等の除排雪の費用です。

■行財政・住民参加
　議会モニター実施事業 ６４万円
　議会の運営等に関し、町民からの要望、提言その他の意見を
広く聴取し、円滑で民主的な議会運営を推進します。

　デジタル人材活用事業 ８２４万円
　急速に進化する情報化社会に対応するため、デジタル分野に
長けた人材を確保し、より実効性のあるデジタル技術の活用
や取組みを推進します。

　第７次木古内町振興計画策定事業 ５５０万円
　令和５年度で満了となる第６次振興計画の検証や町が抱える
課題等の分析を行い、まちづくりの具体的な指針となる第７
次振興計画を策定します。

各特別会計・事業会計予算

※予算額はすべて歳出額

予算額会計名

６億１，０５８万円国民健康保険特別会計

１億７，３４６万円後期高齢者医療特別会計

７億４，４７９万円介護保険事業特別会計

２７１万円介護サービス事業特別会計

４億２，２９４万円下水道事業特別会計

４，４７５万円介護老人保健施設事業清算特別会計

予算額会計名

１５億７，８７０万円国民健康保険病院事業会計（収益）

４億２，２５２万円国民健康保険病院事業会計（資本）

５億５，８０９万円高齢者介護サービス事業会計（収益）

５，２２２万円高齢者介護サービス事業会計（資本）

１億５，４８８万円簡易水道事業会計（収益）

１億５，２３９万円簡易水道事業会計（資本）

４９億１，８０３万円合　　　計
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令和５年度　木古内町当初予算の概要
一般会計は40億4, 496万円

　令和５年度当初予算編成は、産業会館設備改修事業や中小企業・小規模企業経営改善等支援事
業補助金等の大型事業の終了により、一般会計が３年ぶりの減額となる40億4, 496万円（前年比△
5. 4％）で２億3, 163万円の減額、各事業会計・特別会計の合計は49億1, 803万円（前年比+5. 6％）
で２億5, 945万円の増額となっています。
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